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 ダイマーモット系 κ-(ET)2Cu2(CN)3（ET  BEDT-TTF）では、ダイマー内の電荷の自由度に

起因すると考えられる誘電応答が観測されている[1]。先行研究において、テラヘルツ領域

の光学伝導度スペクトルには 30 cm-1にピークをもつ電子遷移（分極の集団励起）と格子振

動とのファノ干渉による構造があることが指摘されているが、その詳細は明らかでない 

[2]。本研究では、テラヘルツ時間領域分光を行い、60 cm-1以上の周波数の電子遷移と複数 

の格子振動を仮定し、ファノ干渉を正確に考慮した

表式に基づいてスペクトルの詳細な解析を行った。

右図は、4 Kにおける複素誘電率スペクトル（黒

丸）と、そのフィッティング解析の結果（実線）で

ある。中心周波数 76 cm-1の電子遷移（破線）を仮定

し、それと 5つのローレンツ振動子（実線）とのフ

ァノ干渉によって、スペクトルを完全に再現するこ

とができる。電子遷移のスペクトル形状によって

は、周波数がより高い場合にもファノ干渉による特

徴的な振動スペクトルはほぼ再現できることもわか

った。このように、分極と関係すると予想される電

子遷移は、30 cm-1ではなく、60 cm-1以上の高周波領

域にあることが明らかとなった。 
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